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室蘭 ･ 絵鞆半島に 1,000 万年前の
海底火山の活動の跡を見る

松田 義章 1）2）・山岸 宏光 1）

１ はじめに
 　 室蘭市の絵

え と も

鞆半島は , 北半部 ( 内海岸 ) は埋立地も含めてやや平坦な日本有数の工業地帯 ( 工場群 ) となってい
る . これに対して , 南半部 ( 外海岸 ) は勇壮な断崖絶壁が連続する海岸となっている . その南半部 ( 外海岸 ) には豊か
な自然景観が展開し , そこには , 今から 1,000 万年前の活発な海底火山の活動の跡が見事に残されており , その観光
資源としての価値は高い . 本日の絵鞆半島 ( 外海岸 ) クルーズでは , その大昔の海底火山の活動の跡を海上から見学
しながら ,1,000 万年前に展開された室蘭の大地のダイナミックな活動の様子に思いを馳せていただきたい .

２ 絵柄半島の地質の背景と予備知識
　(1) 室蘭 ･ 絵鞆半島の大地の生い立ち：
　　① 1.000 万年前の海底での火山活動 ( 海底火山 ) と水冷破砕岩の噴出活動～海底での地球岬火山の形成など .
　　②海底での大規模な軽石噴火の活動～銀屏風やイタンキ浜の地質と海岸地形の形成 .
　　③ 500 万年前の絵鞆海底火山の隆起 ･ 陸化と , 母恋富士等の陸上での単成火山活動～母恋富士 , 測量山 , 鍋島山

などの陸上火山の形成 .
　　④砂州の成長によって , 絵鞆島が本土と繋がる . ～絵鞆半島という陸繋島の形成 .

   (2) 室蘭 ( 絵鞆半島 ) の地質のキーワード
 * 大昔 ( 約 1,000 万年前 ) の海底火山
 * 岩脈
 * 溶岩ドーム
 * 水冷破砕岩 ( ハイアロクラスタイト )
 * 軽石凝灰岩
 * 前置層 ( フォアセット ･ ベッド )

   (3) 室蘭 ( 絵鞆半島 ) の地質を理解するために～地質や火山に関する用語等の予備知識

  * 岩脈と岩床　* 岩脈と節理　* 溶岩ドーム　* 水冷破砕岩 ( ハイアロクラスタイト )
  * 軽石凝灰岩　* 前置層 ( フォアセット ･ ベッド )
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　【 用語解説 】：室蘭 ･ 絵鞆半島外海岸の地質を理解
するために

　　①岩脈と岩床：マグマの通り道 ( 貫入 ) の跡の内 ,
ほぼ垂直方向のもの ( 上ってきた道 ) を岩脈，
これに対して，( 地層の層理面等に沿って ) ほぼ
水平に貫入しているものを岩床という（図 1）．

　　②岩脈と節理：岩脈を詳しく観察すると，一般的
に岩脈の伸びた方向に垂直に規則的な割れ目の
構造（模様）が見えることがある．この割れ目
の構造 ( つくり ) を節理という（図 2）．このよ
うな節理は液体であるマグマが冷却する際にで
きることが多いことから , 岩脈の方向からマグ
マの流れた方向を推定することができる．一般
にほぼ垂直な方向の岩脈には , 水平な方向の節
理 ( 柱状節理 ) が発達していることから，逆に
節理の方向からマグマが流動した方向を推定す
ることができる（図 3）．すなわち , ほぼ水平な
方向の節理 ( 割れ目 ) が発達していると，この
岩脈中のマグマは垂直方向 ( 大概は上に向かっ
て ) に流動したことが分かる．

　　③溶岩ドーム：火山は，それを形成したマグマの粘性 ( 流れにくさ ) によって様々な形のものができる（図５）．
粘性の大きい ( 流動しにくい ) マグマは , 一般にやや低温 (900℃前後 ) で二酸化ケイ素 (SiO2) が多く含まれる
という傾向がある．従って，SiO2 を多く含み，粘性が大きく，やや低温のマグマが陸上や水底に噴出すると
釣り鐘状 ( ドーム状 ) のものとなり，このような形状のものを「溶岩ドーム」という．なお，SiO2 を多く含む
マグマは爆発的な噴火をすることが多い．

図２　岩脈と節理

図１　岩脈と岩床 ：「ニューステージ地学図表」（浜
島書店）（2021）より引用

図 3　柱状節理のでき方：「ニューステージ地学図表」（浜島書店）（2021）より引用
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　　④水冷破砕岩：マグマが水中 ( 水底 ) に噴出すると，粘性の小さいマグマは「枕状溶岩」と呼ばれる，枕を積み
重ねた様な形状の溶岩ができることがある．さらに，様々な粘性のマグマが水によって急冷されると破壊さ
れ溶岩の破片 ( かけら ) のような角礫状なものの集合体ができる．このようにしてできた溶岩の破片 ( かけら）
の礫が集まって固結したものを「ハイアロクラスタイト」という．筆者の一人，山岸はこのハイアロクラス
タイトを和訳して「水冷破砕岩」と命名した（山岸ほか，2019）．すなわち，「水冷破砕岩」が認められると
その生成環境は水中 ( 水底 ) であったということができる．地球岬を含む絵鞆半島外海岸を構成する地質の大
半は，この水冷破砕岩によって構成されており，絵鞆半島はかつての水中の海底火山であるということがで
きる．

図 4　火山の形とマグマの性質：「地学基礎　新訂版」（実教出版）（2021）より引用

図 5　水冷破砕岩 ( ハイアロクラスタイト ) の形成
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　　⑤ ( 軽石 ) 凝灰岩：火山は，その噴出の際に様々なものを噴出する（図 6）．すなわち，火山の噴出の際に，(i)
気体として噴出するもの ( 火山ガス : 主に水蒸気である )，(ii) 液体として噴出 ･ 流動するもの ( 溶岩 : 液体の
他，噴出後に冷却して固体として固まったものも溶岩と称する）．（iii) 固体として噴出するもの ( 火山砕屑物

【かざんさいせつぶつ】: このうち，粒径が 2mm 以下のものを「火山灰」．粒径に関わりなく内部に孔がたく
さん空いていて SiO2 を多く含み白っぽい色をしているものを「軽石」，形が紡錘状などとなっているものを「火
山弾」という）．ちなみに，主に火山灰が固まってできた岩石を凝灰岩 ( ぎょうかいがん ) といい，このうち，
軽石を含んだ火山灰が固まってできた岩石を軽石凝灰岩という．なお，軽石凝灰岩は，陸上や水底で火山が
爆発的な噴火によって形成されることが多いので，銀屏風のように，主に，軽石凝灰岩によって構成されて
いる地層は，大昔の爆発的な噴火によって形成されたことが推定できる．　　　　 

　　⑥前置層：地層は，一般に海底の地形がほぼ水平な場合には，水平に溜まる ( 堆積する )．これが，後の大地の
変動 ( 地殻変動等 ) によって水平ではなく，斜めに傾いた地層となる場合がある．一方，河口付近にできる三
角州を形成する地層や，陸上あるいは海底火山の山腹～山麓の斜面などでは，初めから斜めに地層が堆積する．
このような地層を「前置層」（フォアセット ･ ベッド ) という．　  

　　　　例えば，トッカリショ付近の海岸の崖に見られる地層は斜めに傾いているが，様々な調査結果から，この
海岸の地層は，水平な地層が後の地殻変動によって傾いたものではなく，「前置層」であるとされている．

図 7　火山の噴火のしかた
図 6　火山から噴出するもの ( 火山噴出物）

図 8　水平に堆積した地層と , 斜めに傾いた地層（前置層）    
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３ 観察地点の見どころ（観察地点の位置は図 24 に示
す）

①大黒島：大黒島は，大昔この島付近で大地震や地
殻変動等によって，海底で地すべりが発
生して，土石流等の土砂の移動や乱堆積
によって形成されたと考えられている．                                       

②銀屏風：水中に爆発的に噴出し堆積した軽石凝灰岩によって構成されている．本地域の崖 ( 露頭 ) の地層は大
きく，上下の２つの地層によって構成されており，かつての水底で噴出した軽石流堆積物は，向かっ
て左側→右側の方向に流れて堆積したものと推定される（山岸ほか，2019）．

 図 9　海底土石流堆積物によって構成されている大黒島 

　　　        　
③ハルカモイの溶岩ドーム：やや低温 ( 約 900℃ ) で

SiO2 を多く含み，粘性の大きなマグマが
水底に次々と溶岩として噴出して成長し，
水中に巨大な溶岩ドームを形成した（山岸
ほか，2019）．流出して厚くなった溶岩流
の内部には冷却して柱状節理が発達してい
るのが観察される．

図 10　「銀屏風」の地層の産状  図 11　水中軽石流堆積物の形成メカニズム

図 12　ハルカモイ付近の溶岩ドームの産状

④搭状の地形：増市浜付近に見られる塔 ( ピラー ) が
林立する地形（図 13）. この崖 ( 露頭 ) は，
水底に噴出した水冷破砕岩が , 熱水変質や
部分的に珪化作用を受け , 硬さの差異が生
じて , 軟らかい部分が選択的に侵食され ,
硬い部分が残されて塔が多数形成されてで
きたものと推定される .

図 13　増市浜付近に見られる搭状の地形
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⑤ろうそく岩：マグマが地下から上昇してきて岩脈を形成し，その部分は岩質的に硬いため , 侵食されずに，ろ
うそく状の形態として残ったもの . その上部 ( 先端部分 ) は菱餅状の特徴的な形をしている．ろうそく
状をなす全体の地質は，いくつかの節理で区分されるブロック状のもので構成され，先端部の菱餅状
の部分は，形が枕状溶岩によく似た「にせピロー」とよばれる．ちなみに，ろうそく状の地形としては，
積丹半島「余市」のローソク岩が有名である．

⑥「室蘭桃岩」：巨大な桃の形をした岩体で , 表面には放射状に発達した節理や，同心円状の節理が観察できる．
これは，巨大な円柱状 ( 環状 ) の岩脈の横断面を見ているものと推定される．なお，「室蘭桃岩」は，今回，
筆者の一人である山岸によって命名された（山岸ほか，2019）．

図 14　室蘭「ろうそく岩」の産状  図 15　室蘭「ろうそく岩」の形成過程モデル

図 16　「室蘭桃岩」の産状 図 17　「室蘭桃岩」に見られる節理とその立体的イメージ

⑦蓬莱門：柱状節理の発達した複数の岩脈群とからなり，柱状
節理を有する岩脈の一つの下部が侵食 ･ 崩落して「門」
のような形となったもの（図１８，１9）．

図 18　「蓬莱門」の産状
図 19　「蓬莱門」を構成する岩脈の柱状節理
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⑧「鯨岩」：巨大な「鯨形」を示す岩体．周囲の崖 ( 露頭 ) は傾斜している「水冷破砕岩」からなるが，この一部
が溶岩ドーム状の地形となっており，マグマがほぼ水平的に，左側→右側に向かって貫入しているの
が観察される（図 20，　21）．このような形状を示すものは，広い意味で「岩床」と呼ぶことが多いが，
周囲の地質から推定して水中に貫入したものらしいので，「水中溶岩ローブ」と称する．なお，この「水
中溶岩ローブ」の形が「鯨」の形に類似しており，また，室蘭市のロゴである「kujiran」に似ている
ことに因んで，今回，この岩を筆者の一人である山岸は「鯨岩」と命名した（山岸ほか，2019）．

⑨地球岬：夥しい岩脈群によって構成される巨大な
水中溶岩ドーム．絵鞆半島外海岸を構成
する地質の中心的な存在であり，空中，
陸上および海上からの調査 ･ 観察結果を
総合すると，約 1,000 万年前の海底火山
の中心部 ( 山頂 ) を構成しているものと推
定される．なお，かつて海底火山の周辺
部を構成していたと推定される「水冷破
砕岩」体は，その後の侵食によって大半
が消失してしまったと思われる（図 22）．
　　　　　　　　

図 20　「鯨岩」の産状 図 21　「鯨岩」の形成モデル

図 22　地球岬：絵柄半島外海岸を構成する海底火山の中心地

⑩金屏風：「金屏風」の金色 ( 黄土色 ) は，ガラス質の水冷破砕岩の風化や変質による変色．これらは，主に，海
底風化作用か , 熱水変質や温泉変質による粘土鉱物化によって変色してしたものと推定される．

⑪トッカリショ：軽石凝灰岩層の前置層 ( フォアセッ
ト ･ ベッド ). 層状の水冷破砕岩の地層が
海側に傾いている．これらの地層は海底
火山等の山腹から山麓の斜面に堆積した
ため，初めから傾いて堆積した地層であ
る（図 23）．

                         

図 23　トッカリショの地層の産状 ( 前置層 )  
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【後書き】：
  本資料は，2018 年より松田が山岸とともに関わってきた，｢室蘭地域の観光地質の振興｣ のために依頼されて行っ
てきた試みの内容の一端を紹介するものである．
  本資料は，山岸との共著の形となっている．水中火山岩の研究については国際的な評価を得ている山岸との敢えて
の松田の共著ということの意味について，若干，述べさせていただきたい．本資料は，単に ｢室蘭の絵鞆半島の地質
｣について易しく述べた巡検案内書に留まるものではないと自負している．本資料に関わって松田の執筆の背景には，
日頃，巡検案内において痛感している事があり，その事の克服に向けたこだわりがある．それは，N.R. ハンソンの
提唱するところの ｢観察の理論負荷性｣ を踏まえた巡検案内の実施ということである．すなわち，ある事象を観察
し解釈するためには，その事象に関する知識や理論の質と量に依存し，そのことによって，観察の深まりの程度が
決定されるということである．そこで，今回の ｢室蘭 ･ 絵鞆外海岸の海上からの地質の観察｣ に先立って，｢最低限，
どの程度の知識や理解を予備知識等として持っていることが必要か？｣ について，科学教育学的な観点から検討を
加えた．その最低限，かつ必要不可欠な地学に関する知識や理論等のことを，ここでは，地学的に風景を読むため
の ｢地学リテラシー｣ と呼ぶことにする．すなわち，｢風景を地学的に読む｣ ということの重要性と，風景を地学的
に読むための，予備的な準備として，風景を地学的に読むために必要な ｢地学リテラシー｣ として何が必要である
のか？　また，そのための ｢地学リテラシー｣ の教育学的選定の意味について検討を加えた．本資料は，このための，
いわば ｢教育的な意図を重視した巡検案内書 ( 解説書 )｣ であることを目指したものである．すなわち，｢室蘭の絵鞆
半島の地質｣ を地学的に読むための必要最低限の地学用語の解説を，総論に掲載した図と，各露頭写真と並べて示
した図は，この ｢地学リテラシー｣ を観察者自身が習得するために用意されたものであることを理解していただき
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たい．実物の露頭 ( 及び露頭写真）がどんな地学的な意味をもっているのか？　また，その事象についてどのような
地学的解釈が可能かについて探った上で吟味したものである．この ｢地学リテラシー｣ の育成を目指した一つの試
みとして，本資料を活用していただきたい．
　なお，ここで，本資料作成の契機となった，山岸の室蘭の観光地質との関わりについて略記したい．
　山岸は，2017 年にＮＨＫの人気番組である ｢ブラタモリ　室蘭｣ に出演し，工業都市としては全国的に著名であ
るが，それだけでなく，その素晴らしい ｢地質景観｣ をもっていることにも一般に眼を向けさせるという啓蒙的な
活躍をして注目を浴びた．放送番組としての ｢ブラタモリ　室蘭｣ は，2017 年 11 月 25 日に放映されて好評を博し
た．さらに，2019 年３月には，その内容が書籍化もされ，｢ブラタモリ 18　秩父・長瀞・大宮・室蘭・洞爺湖・宮
崎｣ として刊行された．本資料の共著者である松田は，放送番組 ｢ブラタモリ　室蘭｣・その後の活動の一環として，
山岸の依頼により，その協力者となった．放送番組 ｢ブラタモリ　室蘭｣ が非常に好評であったため，室蘭の地質
が有力な観光資源となり得ることを一般市民に示すために，北海道庁胆振振興局や北海道開発局室蘭建設部等の依
頼により，主に室蘭市絵鞆半島外海岸のクルージングの地質解説等を試みてきた．なお，この活動は，山岸と松田
が理事・研究員を務める特定非営利活動法人 ･ 北海道総合地質学研究センター ( ＨＲＣＧ ) の教育・普及活動の一環
として行われてきたものである．以下に，その活動の概要について記すことにする．

＊ ｢ブラタモリ　室蘭｣ その後の活動の試み：
① 2018 年 8 月 2 日：むろらん 100 年建造物保存活用会主催のクルージング
   ・山岸による ｢室蘭市絵鞆半島の洋上巡検｣ 解説．
② 2018 年 10 月 27 日市民講演会（室蘭市室ガス文化センター大会議室）での講演

この講演会は，むろらん 100 年建造物保存活用会連続講演会の第 10 弾の招待記念講演として行われ，講演後の
質疑等も多く盛会であった．

   ・山岸の講演：｢室蘭は火山だった！−地質学が紐解く名勝ピリカノカの美−：室蘭絵鞆半島の水中火山｣
   ・松田の講演：｢比較考察：室蘭と小樽の観光地質～その可能性を探る～｣
 ③ 2019 年 8 月 7 日：北海道庁胆振振興局主催クルージング．
　・｢アイヌ語地名と絵鞆半島の地質｣ Ⅰ（山岸と松田が巡検案内．参加者は，室蘭市内の高校生．）　
 ④ 2019 年 9 月 18 日：北海道庁胆振振興局主催のクルージング．
　・｢アイヌ語地名と絵鞆半島の地質｣ Ⅱ（山岸と松田が巡検案内．参加者は，室蘭市内とその近郊地域の発信力の

有る女性．）　
  ＊なお，③及び④は，参加者によって，巡検の意義や感想等がＳＮＳで広く発信された．
 ⑤ 2019 年 11 月 16 日：北海道開発局室蘭建設部主催のクルージング．
　・｢絵鞆半島外海岸の地質｣（洋上巡検の案内の予定であったが，荒天のため，クルージングは中止．代わりにバ

スをチャーターして ｢室蘭八景｣ の見学を行い，山岸と松田が景観地質の解説を行った．

  ＊以後，covid19（コロナ禍）の影響で，これらに関連する活動は休止中である．

   なお，この活動が，山岸さんの突然の急逝によって，松田にとって４５年間に亘り，　地質学等の指導を仰いでき
た山岸さんとの最後の公的な活動となってしまいました．この間，実に 45 年間に亘り懇切丁寧に多面的なご指導を
賜ってきましたが，それらの学恩に何等報いることもないまま，逝去されてしまった山岸さん．今までどうも有り
難うございました．私の失ったものは計り知れないくらい大きなもので，現在は空虚と喪失感，そして失望感で一
杯です．この余りにも拙い小編が山岸さんと共に著した最後の書き物となってしまったのは返す返すも残念ですが，
本資料を謹んで哀悼の意を込めて御霊に捧げたいと思います．（合掌）．

　　　　　　　　　　　　　
 松田義章 記


